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● 第３回全統共通テスト模試から見直しておきたい問題 

【 問題 】 
第５問 

 

 ２０２６年度共通テスト あと４５日で押さえるポイント 公民（公共，倫理） 
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【 ポイント 】  

正解：⑥ 
 この設問は、日本の様々な思想家の考えが理解できているかどうかを試すものでした。空欄ａでは夏目漱石の考え

（自己本位）、空欄ｂでは北村透谷の考え（内部生命の要求）について、それぞれ判断することが求められます。また、

空欄ｃに入る記述を判断する上では、オ・カ・キの三つの記述（志賀重昂、福沢諭吉、丸山真男）の正誤判断も必要とな

ります。オは「西洋文明の完全な排除を主張した」という説明が不適当でした。カは「福沢諭吉」ではなく、岡倉天心につ

いての説明となっているため、不適当でした。キは「丸山真男」の考えについての説明として適当であり、これが空欄ｃ

に入ることになります。この設問に限ったことではありませんが、倫理の過去問研究や模擬試験の見直しを進めてく際

には、選択肢あるいは空欄に入る候補記述の一つひとつについて、それぞれ「誰の考えについて書かれたものである

か」「それぞれの記述が適当に書かれているかどうか」にこだわって学習していきましょう。正解とはならなかった選択

肢の記述について、「この記述は誰の思想について書かれたものであるか」「なぜこの選択肢が正解ではないのか」を

積み重ね考えていくことが、倫理の知識事項の幅広い復習につながります。不正解だからといって無視せず、注意深く

解説文・学習の手引きなどを読み返し、理解を深めていきましょう。特に日本思想や西洋近現代思想においては、教科

書に掲載されている人物の数が多く、一つの設問で多くの思想家に関する知識を横断的に扱う設問も見られやすいで

す。教科書を用いて、見落とし人物（未習の思想家）がいないかどうかの最終チェックを行うことをお勧めします。 
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